
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 特集 泌尿器科紹介 

 

山陽小野田市民病院  

〒756-0094 山陽小野田市東高泊 1863-1 
TEL(0836)83-2355  FAX(0836)83-0377 
E-mail：med-soumu@city.sanyo-onoda.lg.jp 
ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ：https://sanyo-onoda-city-hosp.jp/ 
 

病院の理念   誠実 公正 連携 

基本方針   
・親しみやすく、思いやりのある医療を誠実に行います。 
・全人的かつ専門的で、良質な医療を行います。 
・患者さんの気持ちと権利を尊重し、心温かい療養環境
を提供します。 

・市民病院としての使命を自覚し、患者さんのニーズに
適切にお応えします。 

・保健・医療・福祉・介護の連携を推進します。 

地域の皆様の健康とより良い病院をめざして 

mailto:med-soumu@city.sanyo-onoda.lg.jp
https://sanyo-onoda-city-hosp.jp/


                            

 

                           

泌
尿
器
科 

北
原 

誠
司 

 
 

         
 

 

① 

お
し
っ
こ
の
通
路
の
問
題 

＊ 

症
状
・
・
・
尿
が
近
い
、
尿
も
れ
、
尿
が
出
に

く
い
、
血
尿
、
尿
の
痛
み
、
背
中
〜
わ
き
腹
の

痛
み
、
な
ど
。 

＊ 

病
名
・
・
・
過
活
動
膀
胱
、
前
立
腺
肥
大
症
、

尿
管
結
石
、
前
立
腺
が
ん
、
膀
胱
が
ん
、
腎
臓

が
ん
、
な
ど
。 

 

② 

お
し
っ
こ
を
作
る
場
所
（
＝
腎
臓
の
働
き
）
の
問

題 

＊ 

症
状
・
・
・
無
症
状
な
こ
と
が
多
く
、
検
診
で

引
っ
か
か
る
、
む
く
み
、
血
尿
、
尿
が
泡
立
つ
、

な
ど
。 

＊ 

病
名
・
・
・
ネ
フ
ロ
ー
ゼ
、
糖
尿
病
性
腎
症
、

当
院
〝
泌
尿
器
科
〟
の
担
当 

 

 

 特集 

１ 

日本泌尿器科学会  専門医・
指導医  
 

みなさんこんにちは！泌尿器科のイメージはどうでしょうか？  

尿もれや男性特有の問題など、お薬で治すことを想像されることが多いようですが、 

実は手術で問題を解決することが多い科です。  

またカテーテル治療、内視鏡手術、放射線治療、抗がん化学療法…各医学分野の進歩

を良いとこ取りして診療を行なっています。  

当院の‘泌尿器科’は別記①〜⑤のように幅広く、腎臓内科、透析医療も専門的に治

療可能なことが特徴です。  

また山口大学病院や近隣の病院と連携しており、患者さんや御家族の希望に沿った最

新、最善の選択肢を提示いたしますのでお気軽に御相談ください。  

最後に当院で特に専門的、積極的に行っている治療を御紹介いたします。  



高
血
圧
性
腎
硬
化
症
、
IgA
腎
炎
、
急
性
腎
不
全
、

慢
性
腎
不
全
な
ど
。 

 

③ 

腎
臓
の
働
き
を
代
行
す
る
治
療
（
＝
血
液
透
析
、

腹
膜
透
析
、
腎
移
植
） 

 

④ 

男
性
特
有
の
先
天
的
・
後
天
的
問
題 

＊ 

お
子
さ
ん
の
発
達
の
遅
れ
、
精
巣
が
ん
、
男
性

不
妊
、
男
性
機
能
障
害
な
ど
。 

 

⑤ 

副
腎
疾
患
（
＝
腎
臓
の
上
側
に
あ
る
重
要
な
ホ
ル

モ
ン
を
作
る
臓
器
の
問
題
） 

顔
の
む
く
み
が
出
る
副
腎
腫
瘍
＝
ク
ッ
シ
ン
グ

症
候
群
、
薬
が
効
か
な
い
高
血
圧
と
な
る
褐
色
細
胞

腫
、
症
状
が
無
く
Ｃ
Ｔ
検
査
な
ど
で
偶
然
見
つ
か
る

副
腎
が
ん
、
な
ど
。 

 

 

男
性
の
尿
の
調
子
を
劇
的
に
良
く
す
る
内
視
鏡
手

術
＝
Ｔ
Ｕ
Ｒ
Ｐ
（
経
尿
道
前
立
腺
切
除
術
） 

お
し
っ
こ
を
た
め
る
膀
胱
（
＝
筋
肉
の
袋
）
と
尿

道
の
間
に
は
前
立
腺
と
い
う
睾
丸
と
つ
な
が
っ
て
い

て
精
子
の
尿
道
へ
の
出
口
と
な
っ
て
い
る
臓
器
が
あ

り
、
た
ま
っ
た
尿
は
膀
胱
の
筋
肉
が
縮
む
こ
と
で
押

し
出
し
、
前
立
腺
ト
ン
ネ
ル
の
中
を
通
過
し
、
尿
道

へ
と
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
前
立
腺
は
年
齢
と
と
も

に
大
き
く
な
る
の
が
動
物
の
体
の
仕
組
み
で
、
そ
の

せ
い
で
膀
胱
を
下
か
ら
圧
迫
し
頻
尿
と
な
っ
た
り
、

前
立
腺
ト
ン
ネ
ル
が
狭
く
な
る
の
で
尿
を
押
し
出
し

に
く
く
な
り
ま
す
（
＝
前
立
腺
肥
大
症
、
早
い
人
で

50
歳
代
か
ら
）
。
前
立
腺
ト
ン
ネ
ル
を
広
げ
る
作
用

の
あ
る
薬
を
使
う
と
多
く
の
方
が
尿
が
出
や
す
く
な

り
ま
す
が
、
し
か
し
歳
を
と
る
ほ
ど
に
肥
大
、
ト
ン

ネ
ル
が
狭
く
な
り
ま
す
の
で
、
症
状
は
悪
化
し
ま
す
。

年
齢
と
と
も
に
膀
胱
も
押
し
出
す
力
が
弱
ま
る
こ
と

と
あ
い
ま
っ
て
、
全
く
尿
を
出
せ
な
く
な
る
方
も
お

ら
れ
ま
す
。
Ｔ
Ｕ
Ｒ
Ｐ
は
内
視
鏡
器
具
で
前
立
腺
ト

ン
ネ
ル
を
内
側
か
ら
少
し
ず
つ
削
っ
て
ト
ン
ネ
ル
そ

の
も
の
を
大
き
く
す
る
治
療
で
す
（
下
半
身
麻
酔
か

全
身
麻
酔
、

10
日
程
度
の
入
院
）
。
こ
れ
な
ら
長
期

間
に
渡
り
効
果
が
持
続
し
ま
す
。
お
し
っ
こ
が
出
に

く
い
か
ら
と
お
な
か
に
力
を
入
れ
て
、
あ
る
い
は
お

な
か
を
押
さ
え
て
排
尿
し
て
い
る
と
、
膀
胱
に
強
い

圧
力
が
か
か
り
、
そ
の
期
間
が
長
く
な
れ
ば
な
る
ほ

ど
、
膀
胱
の
筋
肉
が
引
き
伸
ば
さ
れ
て
傷
み
、
ま
す

ま
す
お
し
っ
こ
が
出
に
く
く
な
り
ま
す
。
こ
う
な
る

と
Ｔ
Ｕ
Ｐ
Ｒ
し
て
通
路
が
広
が
っ
て
も
気
持
ち
よ
く

お
し
っ
こ
は
出
せ
ま
せ
ん
（
前
よ
り
お
な
か
に
入
れ

る
力
は
少
な
く
て
済
む
よ
う
に
な
り
ま
す
が
…
）
。
そ

う
な
る
前
に
早
め
の
Ｔ
Ｕ
Ｒ
Ｐ
が
お
す
す
め
な
の
で

す
。
薬
も
不
要
に
な
り
ま
す
。
手
術
後
『
こ
ん
な
に

良
く
な
る
な
ら
早
く
す
れ
ば
良
か
っ
た
』
と
言
わ
れ

る
方
は
多
い
で
す
。 

                            

当
院
で
特
に
専
門
的
に
可
能
、
積
極
的

に
行
っ
て
い
る
治
療 

特集 泌尿器科紹介  

２ 



尿
管
結
石
を
体
の
外
か
ら
小
さ
く
砕
き
、
痛
ま
ず

出
す
治
療=

Ｅ
Ｓ
Ｗ
Ｌ(

体
外
衝
撃
波
結
石
破
砕
術) 

機
器
を
使
っ
て
行
う
治
療
で
す
。
機
器
の
性
能
が

重
要
で
、
石
が
砕
け
る
ま
で
何
回
も
か
か
る
場
合
が

あ
り
ま
す
が
、
当
院
が
新
病
院
に
建
て
替
わ
っ
た
際

（
＝
２
０
１
４
年
）
に
最
新
の
機
器
を
導
入
し
ま
し

た
の
で
と
て
も
良
く
砕
け
ま
す
。 

                

自
分
の
都
合
で
出
来
る
透
析
＝
腹
膜
透
析 

血
液
透
析
は
週
２
〜
３
回
必
ず
決
め
ら
れ
た
時

間
に
病
院
に
来
て
、
血
管
に
針
を
刺
し
、
血
を
持
続

的
に
抜
い
て
体
外
で
毒
素
を
除
去
し
、
ま
た
体
に
返

す
作
業
で
す
。
１
回
通
常
３
〜
５
時
間
程
度
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
腹
膜
透
析
は
お
な
か
に
手
術
で
カ

テ
ー
テ
ル
を
通
し
、
そ
こ
か
ら
治
療
液
を
入
れ
（
３

時
間
〜

12
時
間
）
、
毒
素
を
染
み
出
さ
せ
、
そ
れ
を

体
外
に
捨
て
る
こ
と
を
繰
り
返
す
こ
と
に
よ
り
体
を

き
れ
い
に
す
る
透
析
で
す
（
＝
Ｃ
Ａ
Ｐ
Ｄ
）
。
お
な
か

に
入
れ
て
い
る
間
も
動
け
ま
す
。
寝
て
い
る
間
に
器

械
を
用
い
て
行
い
、
日
中
は
今
ま
で
通
り
の
生
活
を

過
ご
す
こ
と
も
可
能
で
す
（
＝
Ａ
Ｐ
Ｄ
）
。
自
分
（
家

族
、
訪
問
看
護
の
方
に
や
っ
て
も
ら
う
こ
と
も
で
き

ま
す
）
で
準
備
か
ら
行
う
必
要
は
あ
り
ま
す
が
、
透

析
が
必
要
な
状
態
に
な
っ
て
も
今
ま
で
の
生
活
ス
タ

イ
ル
を
崩
し
た
く
な
い
方
や
通
院
困
難
な
方
に
は
腹

膜
透
析
が
お
す
す
め
で
す
。
血
液
透
析
か
ら
腹
膜
透

析
へ
変
更
、
そ
の
逆
も
可
能
で
、
組
み
合
わ
せ
る
場

合
（
腹
膜
透
析
週
５
、
血
液
透
析
週
１
、
休
日
１
な

ど
）
も
あ
り
ま
す
。 

            

                            

３ 

夜は機械が自動的に  
腹膜透析をしてくれます。  

APD 



高
齢
で
見
つ
か
る
腎
臓
が
ん
、
し
か
し
大
丈
夫
！

痛
み
・
体
へ
の
負
担
が
少
な
く
回
復
が
き
わ
め
て

早
い
手
術
＝
腹
腔
鏡
下
腎
摘
出
手
術 

筋
肉
を
切
ら
ず
（
腹
腔
鏡
手
術
以
前
は
大
き
く
筋

肉
を
切
っ
て
お
り
回
復
に
時
間
が
か
か
り
ま
し
た
）

に
線
維
に
沿
っ
て
広
げ
、
筒
を
通
し
て
お
き
、
体
内

の
空
間
を
広
げ
、
内
視
鏡
で
見
な
が
ら
筒
か
ら
体
内

に
手
術
器
具
を
通

し
体
外
か
ら
の
操

作
で
腎
臓
を
摘
出

で
き
ま
す
（
通
常

３
時
間
前
後
）
。
臓

器
を
取
り
出
す
時

も
皮
膚
は
切
り
ま

す
が
筋
肉
は
広
げ

る
だ
け
で
す
の
で

回
復
が
非
常
に
早

い
で
す
。 

 

体
力
が
落
ち
な
い･

髪
の
毛
の
抜
け
な
い
、
し
か
も

劇
的
な
効
果
も
期
待
で
き
る
夢
の
が
ん
治
療
が
現

実
に
あ
り
ま
す
＝
腎
臓
が
ん･

膀
胱
が
ん
の
オ
プ

ジ
ー
ボ
、
ヤ
ー
ボ
イ
、
キ
イ
ト
ル
ー
ダ
免
疫
療
法 

『
病
は
気
か
ら
』
、
こ
の
言
葉
が
よ
う
や
く
実
証

さ
れ
る
時
代
が
来
ま
し
た
。
２
０
１
８
年
の
ノ
ー
ベ

ル
医
学
賞
は
日
本
人
、
本
庶
佑
先
生
（
宇
部
高
校
を

卒
業
！
）
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
受
賞
理
由

は
ま
さ
に
こ
の
オ
プ
ジ
ー
ボ
・
キ
イ
ト
ル
ー
ダ
の
作

用
メ
カ
ニ

ズ
ム
を
発

見
、
開
発

に
貢
献
さ

れ
た
か
ら

で
す
。
体

の

中

の

‘
警
備
員
’

で
あ
る
免

疫

細

胞

（
Ｔ
リ
ン

パ
球
や
Ｎ

Ｋ
細
胞
な

ど
が
有
名
）

は
‘
不
審
者
’
で
あ
る
が
ん
細
胞
を
や
っ
つ
け
る
は

ず
な
の
で
す
が
現
実
は
そ
う
で
は
な
い
。
警
備
員
が

い
る
の
に
泥
棒
に
入
ら
れ
る
よ
う
な
状
況
で
す
。
謎

で
し
た
。
し
か
し
、
悪
者
が
警
備
員
に
賄
賂
を
渡
し

て
見
逃
し
て
も
ら
う
手
口
の
よ
う
に
、
が
ん
細
胞
が

Ｔ
リ
ン
パ
球
の
活
動
を
麻
痺
さ
せ
、
そ
の
攻
撃
か
ら

逃
れ
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
突
き
止
め
ら
れ
ま
し
た
。
が

ん
細
胞
が
Ｔ
リ
ン
パ
球
を
麻
痺
さ
せ
る
こ
と
を
ブ
ロ

ッ
ク
す
る
（
警
備
員
に
賄
賂
を
渡
せ
な
く
す
る
！
）
、

そ
れ
が
オ
プ
ジ
ー
ボ
・
キ
イ
ト
ル
ー
ダ
の
作
用
で
す
。

こ
こ
で
紹
介
し
た
メ
カ
ニ
ズ
ム
以
外
に
も
、
が
ん
細

胞
が
様
々
な
角
度
か
ら
免
疫
力
を
下
げ
て
い
る
証
拠

が
た
く
さ
ん
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。
笑
っ
た
り
、
楽

し
い
・
良
い
イ
メ
ー
ジ
を
持
つ
と
免
疫
力
（
＝
気
）

が
上
が
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。『
病
は
気
か
ら
』
＝

気
分
が
悪
い
と
免
疫
が
下
が
り
病
気
に
な
る
、
逆
に

『
気
を
上
げ
て
病
を
治
す
』
も
ま
た
真
な
り
！
患
者

さ
ん
が
良
い
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
、
免
疫
力
が
高
ま

り
、
治
療
効
果
が
高
ま
る
よ
う
に
、
前
向
き
な
気
持

ち
に
な
っ
て
治
療
に
取
り
組
め
る
よ
う
に
、
そ
の
よ

う
な
環
境
を
作
る
こ
と
が
私
た
ち
の
使
命
で
あ
り
、

私
な
り
に
意
識
し
て
日
々
患
者
さ
ん
と
向
き
合
わ
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。 

 

治
療
不
能
、
再
手
術
を
回
避
す
る
血
液
透
析
（
内

シ
ャ
ン
ト
）
血
管
病
変
の
カ
テ
ー
テ
ル
治
療
＝
硬

性
Ｐ
Ｔ
Ａ 

こ
れ
は
私
が
３
年
前
に
開
発
し
た
治
療
法
で
、
現

在
は
他
病
院
に
出
張
治
療
や
特
別
講
演
に
招
聘
を
い

た
だ
い
た
り
、
徐
々
に
浸
透
し
て
き
て
お
り
ま
す
。

今
ま
で
は
手
術
の
た
め
、
数
週
間
の
入
院
が
必
要
で

あ
っ
た
難
病
変
も
、
本
技
術
（
詳
細
は
割
愛
し
ま
す
）

を
用
い
れ
ば
カ
テ
ー
テ
ル
治
療
（
日
帰
り
〜
数
日
の

入
院
）
で
済
ま
せ
る
事

が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
ま
た
通
常
病

変
の
治
療
も
本
技
術
を

用
い
る
と
短
時
間
で
き

る
よ
う
に
な
り
メ
リ
ッ

ト
が
大
き
い
と
自
負
し

て
お
り
ま
す
。 
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『健康寿命』とは 

健康寿命とは、2000年にWHO（世界保健機構）が提唱した概念で、厚生労働省の定義によれば、「健康上

の問題で日常生活が制限されることなく生活できる期間」のことをいいます。自分と家族の幸せな将来のため、

健康ではない期間をできる限り減らす、つまり健康寿命を伸ばすことがとても重要になります。 

健康寿命を伸ばすためには、食生活や生活習慣の改善がもっとも大切です。「1日3食規則正しく、バランス

の良い食事をいただく」基本的なことですがなかなかできていない現状もあります。食生活の改善は大変と思っ

ているかも知れませんが、毎日ほんの少しずつ意識することが将来の健康へとつながります。 

健康はバランスの良い食事から 

○主食、主菜、副菜をそろえてバランスの良い食事をしましょう！ 

 健康な人が望ましい食生活を送るために、１日に「何を」「どれだけ」食べたらよいかの目安をわかりやすく

示した「食事バランスガイド」を活用しましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○1 日 350ｇの野菜を食べましょう！毎日の野菜、足りてますか？ 

健康寿命を延ばすためには、身体の調子を整える各種ビタミンやミネ

ラルをバランスよく摂り、老化を招く活性酸素

を除去する抗酸化物質も、積極的に摂取するこ

とが欠かせません。その両方を叶えてくれるの

が、野菜や果物なのです。 
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～ 管理栄養士に聞こう ～ 

５ 

栄養管理室長 河村 典子 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 Ｑ 

こ
れ
ま
で
の
経
歴
と
専
門
分
野
に
つ
い

て
教
え
て
く
だ
さ
い
。 

Ａ 

１
９
９
９
年
に
大
学
を
卒
業
し
、
山
口

大
学
麻
酔
科
蘇
生
科
に
入
局
し
ま
し
た
。

大
学
で
１
年
間
研
修
後
、
山
口
県
立
総
合

医
療
セ
ン
タ
ー
、
倉
敷
中
央
病
院
、
小
倉

記
念
病
院
、
周
東
総
合
病
院
で
麻
酔
と
集

中
治
療
を
修
練
し
、
２
０
０
７
年
か
ら
山

口
大
学
勤
務
と
な
り
ま
し
た
。
大
学
で
は

脳
神
経
外
科
麻
酔
や
心
臓
外
科
麻
酔
を
主

に
担
当
し
、
朝
か
ら
夜
ま
で
麻
酔
漬
け
の

日
々
を
過
ご
し
多
く
の
研
鑽
を
積
む
事
が

出
来
ま
し
た
。
２
０
１
５
年
に
当
院
へ
赴

任
し
、
山
本
院
長
や
清
島
先
生
の
ご
指
導

の
も
と
ペ
イ
ン
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
学
び
、
そ

の
痛
み
治
療
を
原
点
と
し
て
当
院
で
の
緩

和
ケ
ア
に
も
携
わ
っ
て
い
ま
す
。
現
在
、

“知られざる病院のひみつをお話します” 
参与 渡邊 津波 

 

『スプリンクラーヘッドとアラーム弁について』 

vol.７ 

 

山
口
大
学
主
催
の
Ｐ
Ｅ
Ａ
Ｃ
Ｅ
研
修
会
の

協
力
員
や
山
口
県
緩
和
研
究
会
の
世
話
人

も
し
て
い
ま
す
。 

専
門
分
野
は
何
か
と
聞
か
れ
れ
ば
、
麻

酔
、
ペ
イ
ン
ク
リ
ニ
ッ
ク
、
緩
和
ケ
ア
、

集
中
治
療
と
な
り
ま
す
。
一
般
の
方
に
は

あ
ま
り
な
じ
み
の
な
い
領
域
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
何
か
あ
れ
ば
い
つ
で
も
遠
慮
な

く
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

 Ｑ 
休
日
は
何
を
し
て
い
ま
す
か
。 

 
 

主
に
子
供
達
の
相
手
を
し
て
い
ま
す
。

長
男
、
長
女
、
次
女
、
三
女
、
次
男
と
５

人
い
る
の
で
、
嫁
と
手
分
け
し
て
子
供
達

の
相
手
を
し
て
い
ま
す
。
忙
し
い
で
す
が
、

水
泳
練
習
や
大
会
を
見
た
り
、
公
園
で
遊

ん
だ
り
、
釣
り
を
し
た
り
し
て
楽
し
ん
で

い
ま
す
。 

ま
た
、
最
近
は
Ｄ
Ｅ
Ｌ
Ｉ
Ｓ
Ｈ 

Ｋ
Ｉ
Ｔ

Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｎ
と
い
う
ア
プ
リ
で
、
ご
飯
を
つ

く
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
前
は
〝
く

せ
に
な
る
辛
さ
！
よ
だ
れ
鶏
の
唐
辛
子
ね

ぎ
だ
れ
〟
を
つ
く
り
好
評
で
し
た
。
〝
お

い
し
い
〟
っ
て
言
っ
て
も
ら
え
る
の
は
嬉

し
い
で
す
ね
。 

  
 

山
陽
小
野
田
市
民
病
院 

 

麻
酔
科 

内
田 

雅
人 

先
生 

６ 

日本麻酔科学会専門医、 
日本臨床麻酔学会、 
日本ペインクリニック学会 

地震、雷、火事、オヤジ。最近聞かなくなったのは
最後のオヤジくらいで、地震も火事もすぐ隣に住んで
いるのではないかと思うくらい身近になってしまいま
した。 
不燃材、防火扉、排煙窓、消火器、火災に備える手

立ては講じていますが、ごみ箱のごみくずなど、燃え
るものはどこにでも存在しています。 

『病院のうら側』最終回は、家庭になくて病院にあ
る消火設備の一つ、スプリンクラーを紹介します。 
火災を感知すると、天井に配置した直径3.5㎝のス

プリンクラーヘッドから勢いよく放水します。 
ヘッドの性能は、散水半径 2.6ｍ、放水量は 80ℓ/min

です。どのくらいの強さかというと、１時間当たり
226mm、つまり、災害が起こる程度の大雨の２倍以上の
強さです。 
いざというときには大変心強い味方ではあるのです

が、このスプリンクラーヘッドにものをぶつけるなど
大きな衝撃を与えてしまった場合でも容赦なく大量の
水が放水されてしまいます。 
火災以外で放水されてしまっ

た場合は急いで止めなければい
けないので各階に１か所、バル
ブを設けています。 
このバルブがある部屋をアラ

ーム弁室と呼んでいます。 
 

スプリンクラーヘッド 

アラーム弁 

〈最終回〉 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

診療明細書には、区分ごとの具体的な診療行為の項目名や点数、回数が記載されています。
そのため明細書を確認すれば、どんな検査が行われたかなどといった詳細な診療内容や費用
の内訳がわかります。（点数１点につき、医療費の額は１０円です。） 

診療明細書 

保 険 診 療 部 分 

■確認ポイント■ 
手術を受けたときは、診療報酬点数表による手術料が
算定され、「手術」欄に点数が記載されます。入院を伴
わない場合も、ご加入の生命保険の支給対象となる場
合がありますので、保険会社へ確認をしましょう。 
【例】・内視鏡ポリープ切除術 など。 

 

(総医療費) 

(患者負担額) 
) 

(窓口支払額) 
) 

領収証の再発行はできません。支払証明書の発行(1,650円)となりますので領収書は大事に保管してください。 

領収書の確認ポイント 医療事務の専門家が教えます 
 vol.7 

 

8月31日土曜日、デイサービスセンター未来 （宇部市大字船木１０１７－３）で行われた「愛優ま

つり」に、当院5階病棟看護師 寄本さんが慰問に訪れました。寄本さんは、バンド（メトロポリス）の

トランペット奏者として参加、デイサービス利用者や関係者の皆様の前で、「マイウェイ」「川の流れのよ

うに」などフリートークを交えながら、6曲を披露しました。 

 寄本さんは、平成28年熊本

地震で災害支援ナースとして

活動、避難所で行われたボラン

ティアコンサートで励まされ

る人々の様子を見て、自分にも

出来る事があればと始めたの

がきっかけでした。これまでも

近隣の介護施設でトランペッ

ト演奏を行い、利用者の皆様に

懐メロを楽しんでもらってい

るそうです。ご要望があれば、

是非声をかけてください！ 

Ｅ係長 

７ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

放送日：毎月第３水曜日 

時 間：12：00～13：00 

※１０月の放送は、泌尿器科 北原医師が 
出演予定です。ぜひお聴きください。 

 

 

 

作者 篠崎 榮子さん 

アザミ 

トゲがあって触れると痛いアザミで

すが、日本には100以上、世界には250

以上の種類があります。名前の由来は、

「驚きあきれる」を表す古語「あざむ」

がもとで、トゲの多さに驚きあきれるこ

とからとされています。 

スコットランドでは、アザミはそのト

ゲで国土を守ったとされ、国花になって

います。トゲで国を守ったとは、昔スコ

ットランドに侵攻中のノルウェー軍が、

足音を立てないよう裸足で夜襲をかけ

た際に、暗闇でアザミを踏み声を上げた

ため、スコットランド軍は夜襲に気付

き、これを阻止できたといわれているか

らです。                （編集部記） 

８ 

池坊 菫枝の会 

 

オスのうずら２歳半です。毎朝
４時になると、けたたましい声
で鳴きます。名前を呼んでも振
り向いてくれません。でも少し
だけ癒されます。(看護師 丸橋) 

 

ちゃびん君＆レウス君 

 

 

花 材 名 エノコロソウ レザンファン 
トルコキキョウ ケイトウ 

  スターチス キク 
生け込み 9月24日 

毎週病院玄関ロビーにて生け込みを 
していただいています。 

池坊 和心会 

●募集職種 
・看 護 師（日曜日及び祝日の日中勤務）  
・看護補助者（病棟勤務） 
・事 務 職 員（外来受付窓口業務） 

 

●雇用形態 
臨時職員 

※詳細については、事務部総務課（0836-83-2355）までお問い合わせください。 

 

以前はがんの症状があると入院しての症状コントロールが中心でしたが、現在

では外来での症状対応が可能となってきました。2019 年 6 月より、専門性を

持つ認定看護師と訪問看護師が患者様のより良いケアを検討することで、がんの

症状があってもご自宅での療養生活が送れるようにお手伝いを開始しました。 

●詳細 

訪問看護利用日（日にちは患者様・認定看護師・訪問看護師で調整します）に患者

様のご自宅へ、認定看護師と訪問看護師（緩和ケア・がん化学療法看護）でご自宅へ

同行し、専門的な看護ケア（痛み止めの使い方やつらい症状を和らげるための支援）

の検討や提供を行います。 

利用料金は、医療区分での負担となります。以下をご参照ください。 

 

当院で治療中のがん患者様で、ご利用になりたい方は地域連携室(0836-83-2355)までお尋ねください。 

１割負担の場合 ３割負担の場合 

１、２９０円／回 ３，８６０円／回 

 



 

診療科名  月 火 水 木 金 

内 科 

一  診 豊重充広 
(糖尿病・内分泌・血液) 

豊重充広 
(糖尿病・内分泌・血液) 

☆湯尻俊昭 
(第１火曜日 午後・血液) 

☆有好香子 
(糖尿病・内分泌) 

☆湯尻俊昭 
(第３水曜日 午後・血液) 

豊重充広 
(糖尿病・内分泌・血液) 

矢賀 健 
(糖尿病・内分泌) 

二  診 時山 裕 
(消化器) 

矢賀 健 
(糖尿病・内分泌) 

時山 裕 
(消化器) 

山口大学医師 
☆山﨑隆弘 
(午後・肝臓外来) 

山口大学医師 
(循環器) 

三  診  安田真弓 
(消化器) 

☆伊藤千与 
(午前・呼吸器) 

時山 裕 
(消化器) 

安田真弓 
(消化器) 

四  診 山口大学医師 
(午前・循環器) 

☆河村 篤 
(循環器) 

山本普隆 
(循環器) 

☆平野綱彦 
(午後・呼吸器) 

☆河村 篤 
(午前・循環器) 

五  診 小林正和 
(循環器) 

山本普隆 
(循環器) 

小林正和 
(循環器) 

小林正和 
(循環器) 

山本普隆 
(循環器) 

外 科 

一  診 大楽耕司 藤岡顕太郎 大楽耕司 藤岡顕太郎 藤岡顕太郎 

二  診 
 8:30 –  9:00 
11:00 – 11:30 

藤岡顕太郎 大楽耕司 野村真治 野村真治 野村真治 

午  後 
13:00 – 17:00 

☆田中俊樹 
(呼吸器外科外来) 

    

整 形 外 科 

一  診 脇阪敦彦 河合伸也(新患) 河合伸也 脇阪敦彦(新患) 前田 崇(新患) 

二  診 金子 昇(新患) 金子 昇 脇阪敦彦 前田 崇 金子 昇 

三  診  前田 崇 ☆柿並康太郎(新患)   

脳神経外科 
(紹介・再診のみ) 

一  診 
☆野村貞宏 
☆石原秀行 
(いずれかの診察) 

 ☆岡 史朗  ☆岡 史朗 

小 児 科 

 
乳児検診・  
予防接種 :予約制  

午  前 
(受付時間) 9:00–11:00 

☆大西佑治 
(第 1・3・5 月曜日) 

☆太田直樹 
(第 2・4 月曜日) 

☆安戸裕貴 ☆鳴海宏子 
☆脇口宏之 
(第 1・3 木曜日) 
☆古田貴士 

(第 2・4・5 木曜日) 

☆飯田恵庸 

午  後 
(受付時間)13:30–15:30 

☆長谷川俊史 
(第 1 月曜日) 

☆水谷 誠 
(第 2・3・4・5 月曜日) 

 ☆坂田恭史 ☆木村 献 ☆兼安秀信 

産 婦 人 科 

婦 人 科 住浪義則 平野恵美子 
 9:00 – 12:00 

住浪義則 村上明弘 藤田麻美 

産科 

(新患・再来) 
村上明弘 村上明弘 

村上明弘 
住浪義則 住浪義則 

産科(再来) 平野恵美子 
 9:00 – 12:00 

藤田麻美 藤田麻美 平野恵美子 
9:00 – 12:00 

午  後 
(予約のみ) 

藤田麻美 
13:00 – 16:00 

  平野恵美子 
13:00 – 16:00 

 

皮 膚 科 一  診   ☆浅野伸幸   

眼 科 
午  前 ☆小林由佳 徳久佳代子 徳久佳代子  徳久佳代子 

午  後 
(受付時間)13:00–15:00 

   ☆芳川里奈  

耳鼻咽喉科 午  後 
(受付時間)14:00–16:00 

☆橋本 誠  ☆橋本智子 ☆田原哲也 
(第 1・3 木曜日) 

☆菅原一真 

泌 尿 器 科 

一診(新患) 
午  前 

瀧原博史 ☆田原正則 山口大学医師 北原誠司 北原誠司 

午  後 
(受付時間)14:00–16:00 

   瀧原博史  

二診(再来)  北原誠司 北原誠司 瀧原博史 
 8:30 – 10:00 

 

麻 酔 科 

疼痛外来 山本智久 山本智久 清島 隆 内田雅人 山本智久 

術前診察 内田雅人 清島 隆 内田雅人 清島 隆 内田雅人 

緩和ケア 
10:00 – 12:00 

  内田雅人   

歯科口腔外科 
(原則予約制) 

必ず歯科口腔外科で

予約をお取り下さい  

(新患受付時間) 
 8:30 – 11:00 

福田てる代 ☆梅田浩嗣 福田てる代 福田てる代 福田てる代 

14:00 – 15:00 福田てる代 ☆梅田浩嗣 
(手術患者のみ) 

福田てる代 福田てる代 福田てる代 

神 経 内 科 
完全紹介予約制  

午  後    ☆佐野泰照  

禁 煙 外 来 
完全予約制  

午  後 篠崎文彦     

☆非常勤医師  

山
陽
小
野
田
市
民
病
院
か
ら
こ
ん
に
ち
は
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１
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発
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※外来受付時間（初診 11:00 まで／再診 11:30 まで）外に受診を希

望される際は、必ず来院前にお問い合わせください。 

お問い合わせ：山陽小野田市民病院 総務課 
Tel0836-83-2355 Fax0836-83-0377 E-mail：med-soumu@city.sanyo-onoda.lg.jp 

山陽小野田市民病院診療日程表 
(令和元年１０月１日現在)   の医師は要予約 

 

mailto:med-soumu@city.sanyo-onoda.lg.jp

